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147 R4.10.17 施工履歴

「空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理」と
「施工履歴データを用いた出来形管理」の両方で管理を行った
場合は、
「施工履歴データを用いた出来形管理」が共通仮設費率及び現
場管理費に含まれる場合の補正係数の乗じ方はどう按分する
のか。
水中部は施工履歴を使用、それ以外は空中写真測量という状
態ではどう積算すべきか

現在（R4年度）の積算ルールですと、一部でも面管理を行うと共
通仮設費率、現場管理費率の補正係数を乗じる事になっておりま
す。

146 R4.10.17 施工履歴

「施工履歴データを用いた出来形管理」を実施した場合、
共通仮設費率、現場管理費率の補正係数を乗じるのか乗じな
いのか。
（補正係数を乗じない共通仮設費率及び現場管理費に含まれる
のか。）

ICT建機で加算しているので乗じません。

145 R4.10.17 全体
その他の3次元計測技術を用いた出来形管理として、
「施工履歴データを用いた出来形管理」は含まれるのか否か。

含まれます。

111 R3.3.23 全体

当初設計において、河道掘削50,000m3(内訳 ICT掘削25,000m3
と掘削（通常）25,000m3)であった。
ＩＣＴ施工機械1台のみで施工した場合は、ＩＣＴ建設機械の稼働
率は100%となり、ＩＣＴ掘削50,000m3と掘削(通常)0m3となるので
しょうか？

ICT活用工事（土工）積算要領　別添（参考資料）Ｐ２）変更積算
に、ICT建機稼働率に関する内容を記載していますので、ご確認
頂きますようお願いします。
・以下URLよりICT活用工事（土工）積算要領の確認が可能です。
https://www.kkr.mlit.go.jp/plan/i-construction/related.html

111 R3.2.22 全体

築堤材料を製造する3種混合攪拌と、材料となる河床掘削を行
う現場があります。掘削土（礫・砂・粘性）3種類が同時に必要で
あるため、点在する3箇所でICT掘削を行う必要がありますが、
システム初期費用は従来通り1式（1回分）しか計上できないの
でしょうか。あるいは3回分の計上は認められるでしょうか。ICT
積算の考えをご教示いただけますでしょうか。

システム初期費については、施工業者への取扱説明に要する費
用等であり、土木工事積算基準書において、ＩＣＴ建設機械に要す
るシステム初期費については１工事当り使用機種毎に１式計上と
定められております。

104 R2.6.5 全体

発注者指定型の場合、必要経費は当初設計で計上していると
ありますが、必要経費とは何を指しているのでしょうか。その中
に３次元起工測量と３次元設計データ作成は含まれているので
しょうか。

ＩＣＴ活用工事　発注者指定型における当初設計で計上している
内容につきましては、工事毎の入札公告文及び設計図書にて明
示しております。
　そのため、お手数お掛けしますが、当初計上している必要経費
の内容につきましては、工事毎に確認して頂く必要がございま
す。

103 R2.6.5 全体

「ＩＣＴ活用工事積算要領」では３次元起工測量・３次元設計デー
タの作成を必要とする場合は、共通仮設費の技術管理費に計
上するものとし、必要額を適正に積み上げるものとする。とあり
ますが具体的な方法等ご教示ください。現状では３次元起工測
量・３次元設計データの作成は施工業者が実施しているが、本
来はそれぞれ測量業務、設計業務において実施させるものとい
う点から、見積作成時において、測量業務、設計業務の直接人
件費や諸経費の考え方としていいのでしょうか。

・３次元起工測量、３次元設計データの作成に要する費用につき
ましては、受注者からの見積り徴収結果に基づき、計上しており
ます。
・見積りにおける計上内容につきましては、各発注者からの見積
り依頼書などの条件に基づき、見積を作成してください。

94 R1.9.11 全体

盛土工事にて設計では、ICTブルによる施工歩掛となっている場
合等について
上記盛土工事において現場施工時にICTバックホウを代替機種
として使用した場合、盛土工時はICT機種としては扱うことがで
きないと言う事案を、よく聞くのですが、設計の機械を使用しな
いといけないのでしょうか？
このような場合にはあくまでもICTバックホウをICTブルとして積
算を行うことが妥当ではないでしょうか？

積算でICTブルドーザが計上されているが、実際に現場で使用す
る機種がICTバックホウである場合に、ICTブルドーザの使用台数
が０台であるため、ICT建機使用割合を算出するにあたり、全て通
常建機として計上されるのかどうかを確認されているのかと思い
ます。
任意施工のため、積算で計上しているICTブルドーザは、現場で
必ずICTブルドーザを使用することを縛るものではありません。そ
のため、成果に問題がなければ、ICTバックホウを使用していただ
いても結構です。
積算では、現場で使用しているICTバックホウ台数を積算上のICT
ブルドーザ台数と見なして、ICT建機使用割合を算出します。

90 R1.7.17 UAV

3次元起工測量の見積り提出を求められますが、測量業務積算
基準の第１１節　三次元点群測量　１１－１　UAV写真測量（１）
標準歩掛等の作業工程に基づき見積りを作成しなければならな
いのでしょうか？また、この歩掛を適用すれば見積りは作成しな
くてもよいのではないでしょうか？

測量業務積算基準の　第１１節　三次元点群測量　１１－１　UAV
写真測量　（１）標準歩掛等　の作業工程に基づいて、見積りを作
成する必要はありません。
対象工事の現場条件等を考慮した見積りの作成を実施してくださ
い。

86 R1.6.14 全体

「i-Constructionにおける「ＩＣＴの全面的な活用」の実施について
（H31.4）」の別紙１６のICT積算（床掘）１.適用範囲に、【ICT床掘
については、ICT掘削、ICT盛土等と同時にのみ適用】とありま
す。システム初期費については、計上できず同時に施工する
ICT掘削、ICT盛土等で支払われるという解釈をしております。
そこで、質問ですが、ICT盛土工（ブルドーザ）施工の際に床掘
の為、バックホウを投入した場合のシステム初期費はどのように
なるのでしょうか？
上記の場合、種類の異なる建設機械の為、システム初期費は
計上できるという認識でよろしいでしょうか？

作業土工（床掘）（ＩＣＴ）については、掘削（ＩＣＴ）又は路体（築堤）
盛土（ＩＣＴ）又は路床盛土（ＩＣＴ）と同時に実施する場合に適用で
きるものとなります。
お問い合わせ頂いたとおり、同一工事の中で盛土工ではブルドー
ザ、床堀ではバックホウを使用される場合は、機種毎にシステム
初期費を計上することとなります。
なお、一つの工事で１機種１回の計上となりますので、ご注意くだ
さい。
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64

H30.9.21

R3.3.29
要領改定
に伴い回
答修正

施工履歴

『平成28年度3月施工履歴データによる土工の出来高算出要領
（案）』に記載しております（P17～P19）では、作業装置の計測精
度確認を実施することとなっている件ですが、以前問い合わせ
を行った際に出来高部分払い方式を実施する場合に、ＩＣＴ建設
機械から取得した施工履歴データによる簡便な土工の出来形
数量算出を行うために実施とお答えを頂きました。しかし、最近
各地整によっては見解が違うようです。32姿勢によるバケット刃
先精度確認などの位置づけや行わなければいけない状況を再
度教えていただけませんでしょうか？

現在、作業装置の計測精度確認が必要な場合は、下記の場合で
す。
　①「施工履歴データによる土工の出来高算出要領（案）」に
　　　記載されている施工履歴を用いた簡易な出
　　　来高算出を実施する場合。
　②「施工履歴データを用いた出来形管理要領（河川浚渫工
　　　事編）（案）」に記載されている河川浚渫工（バックホウ
　　　浚渫）の出来形管理に利用する場合
　上記要領以外のＩＣＴ建設機械の精度管理に関する記載に
　ついては、ＩＣＴ建設機械を用いた施工の確実な実施を目的
　（ＩＣＴ機器の初期設定や日々の精度管理を適切に行う）とし
　て、施工者への留意点としてのアドバイスとしてとりまとめら
　れたものです。

62 H30.7.24 全体

発注者指定型のICT適用工事（盛土）で現場ではGNSSを受信で
きる場合は基地局が1つで複数台の重機を動かすことができる
ためコストも比較的安価ですが、GNSSが受信できず、TSで施工
する場合には重機1台につき1台のTSが必要となり、設備だけで
非常に高価になります。設計ではICTの単価はGNSSでもTSでも
同じになっています。この差額というのは協議対象になるので
しょうか？

ＩＣＴ活用工事を実施する場合、別途定める「ＩＣＴ活用工事積算要
領」により必要な経費を計上することとなっており、建設機械に取
付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用として、
加算が必要な建設機械にはICT建設機械経費加算額を計上する
こととなっているため、これ以外の費用について積算計上すること
はできません。
よって、差額については協議対象とはなりません。

41 H29.9.4 全体

積算について、バックホウ、ブルドーザに初期費用の積み上げ
がありますが、掘削、盛土、法面整形がある場合、それぞれに
計上できますか。また、同一機種で複数台の施工となる時は、
台数分を積み上げますか。起工測量費用は見積もりですか。

システム初期費については、バックホウ、ブルドーザ各々で一式
当たりの費用計上となります。
（１工事の中に掘削（ICT）用バックホウ、法面整形（ICT）用バック
ホウ両方の工種があっても費用計上は１回のみです。ただし、対
象機械がブルドーザの路体盛土（ICT）も同一工事に含まれてい
る場合は、バックホウに係る初期費とブルドーザに係る初期費の
両方を計上します。）
また、同一機種の複数台の施工においても、１機種当たり１回の
みの計上となります。
監督職員の指示に基づき実施する３次元起工測量及び３次元設
計データ作成については、発注者指定の場合は競争参加資格者
から、受注者希望型については施工業者より見積を徴収し、それ
を参考に積算することとなっています。

40 H29.8.7 全体

ICT活用工事積算要領に記載のある【システム初期費】につい
て、現場が点在する（1㎞以上の離れ）場合は各現場ごとに計上
できますか？
また、システム初期費の内訳の参考になる資料はありますか？

現場が点在する（1km以上の離れ）場合のシステム初期費につい
ても現場ごとに計上はせず、１工事ごとに計上することになりま
す。
システム初期費の内訳については、ＩＣＴ活用工事積算要領に記
載のとおり「ＩＣＴ施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱
説明に要する費用、システムの初期費用等、貸出しに要する全て
の費用」とし、計上する費用は下記のとおりとなっています。
（１）【土工】掘削（ICT）、法面整形（ICT）
　　　　　　　　 対象機械：バックホウ
　　　　　　　　 598,000円／式
（２）【土工】路体（築堤）盛土（ICT）、路床盛土（ICT）
　　　　　　　　対象機械：ブルドーザ
　　　　　　　　548,000円／式
（３）【舗装工】不陸整正（ICT）、下層路盤（車道・路肩
　　　部）（ICT）、上層路盤（車道・路肩部）（ICT）
　　　　　　　　対象機械：モータグレーダ
　　　　　　　　623,000円／式

38 H29.7.3 全体

ICT活用工事積算要領(浚渫工編)(案)では3次元起工測量、3次
元出来形測量の費用を「港湾請負工事積算基準」第3部第2編
第1節測量業務により算出するとありますが、3次元出来形測量
は水路測量を兼ねる為、3次元起工測量の成果報告と同じ代価
では、おかしいのではないですか。(水路測量用に、人区を増や
さなければならないのではないですか)

御社からご指摘のありました件につきまして、現在公表している
積算基準は、暫定的なものであり、今後、基準改定等を本省にて
検討していると聞いております。
なお、この件に関しましては御社ご加入の（一社）海洋調査協会と
連携し、対応にあたるとも聞いております。
ご不明な点がございましたらお手数ですが担当課までご連絡をお
願い致します。
近畿地方整備局 港湾空港部 港湾事業企画課
０７８－３９１－４２１４

ＩＣＴ活用工事の手引き（Ｈ３０．７）の５頁「10.出来形管理」に記
載のある「３次元設計データ、精算数量の協議、数量計算の方
法の協議」とは具体的に何を協議するのでしょうか。（設計数量
については、起工測量の３次元データと３次元設計データとの
差分で確定しており、設計面が変更にならない限り数量の変更
は無いはずです。設計面が変更になる場合は、出来形管理の
前に協議が必要と考えます。）
また、６９、７０頁に記載のある出来高数量ですが、算出結果は
何に利用できるのでしょうか？７０頁に記載の「契約条件として
認められている場合」とは、入札説明書及び特記仕様書にはど
のように記載されているのでしょうか？また、どのような場合に
契約条件として認められるのでしょうか。

協議の内容は下記のとおりです。
　３次元設計データ：
　　３次元設計データ作成に関する協議です。なお、現場状況
　　によっては、協議を行う必要がない場合もあります。
　　空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土
　　工編）【平成３０年３月】第４章４－１【解説】２）をご参照下さ
　　い。
　精算数量の協議：
　　３次元設計データ作成に関する協議で、ICT対象外とする箇
　　所がある場合や、ICTと通常施工が混在する場合等で起工
　　測量の３次元データと３次元設計データとの差分から算出さ
　　れる数量と、平均断面法から算出される数量を合算する場
　　合など個々の現場条件により精算数量の算出方法につい
　　て協議が必要となる場合があります。
　数量計算の方法の協議：
　　数量計算方法（点高法、TIN分割等を用いた救積、プリズモ
　　イダル法）を事前に受発注者間で決めるための協議です。
　　空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土
　　工編）【平成３０年３月】第５章５－２【解説】をご参照下さい。

また、出来高数量は、土木工事共通仕様書（案）（平成３０年３月）
1-1-1-21に基づく既済部分検査等で必要となります。

契約条件については、出来高数量算出に必要な施工前の地形
データを発注者が貸与する場合（前工事の完成データを次工事
の施工前データとして使用　等）で、予め特記仕様書で貸与する
ことが条件明示されていれば、「契約条件として認められている場
合」に該当します。

65 H30.9.28 全体
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36 H29.6.20 施工履歴

施工履歴データやステレオ写真測量による出来高部分払いに
おける数量算出が認められておりますが、要領書には「既済部
分検査での出来高計測を簡略化することを可能する」と記載が
ありました。出来高部分払いにおける従来方法で必要となる出
来形管理図表の作成や既済検査で実地検査(出来形検査）を実
施しなくても宜しいのですか？
また、工期が180日を超える工事で出来高部分払い方式を選択
した場合、90日に1回施工履歴データやステレオ写真測量にて
出来高算出数量を算出した場合、土工の途中段階でも請求が
できるのでしょうか？やはりきちんと土工での完了部分が把握
できる箇所まで施工した部分が対象になるのですか？

「施工履歴データによる土工の出来高算出要領（案）」および「ス
テレオ写真測量（地上移動体）を用いた土工の出来高算出要領
（案）」に記載のとおり、既済部分検査に当たっては出来高数量の
算出および出来高図の作成は必要です。ただし、出来高計測（現
地計測）は省略できることとなっています。
既済部分払いを請求するタイミングについては、どの段階でなけ
ればならないという決まりは特にありません。

33 H29.5.16 全体

ＩＣＴ活用工事の準備段階です。当工事内容の中に路体（築堤）
盛土　2.5ｍ未満　900ｍ3、2.5ｍ以上4.0ｍ未満　20ｍ3、4.0ｍ以
上　30ｍ3　があります。発注者と協議したところ、ＴＳ・ＧＮＳＳに
よる締固め回数管理技術を実施する事になりました。そこで、金
額変更について積算要領を確認したところ、路体（築堤）盛土
4.0ｍ以上しか歩掛りがありません。となれば、今回工事ので対
象数量は30ｍ3になります。
①4.0ｍ以上　以外の盛土は対象外になるのでしょうか？
②対象機械はブルドーザーとなっていますが、転圧機械の転圧
管理にも機材が必要になります。システム初期費には転圧管理
の経費も含むのでしょうか？

①ＩＣＴ活用工事として施工される対象範囲（採用した技術を適用
する範囲（活用予定期間、活用予定区間・区域））については、監
督職員と協議の上、決定してください。
②「ＩＣＴ活用工事（土工）積算要領」の（参考）３）３Ｄ－ＭＣもしくは
３Ｄ－ＭＧブルドーザに記載されている積算要領は、「路体，路
床，築堤の敷均し作業を実施する場合」の積算要領で、「ＴＳ・ＧＮ
ＳＳによる締固め回数管理を実施する場合」の積算要領ではあり
ません。
　また、「ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理」については、品質管
理基準に記載されている試験項目であるため、費用は現場管理
費の率分に含まれるものとなっています。

21 H29.1.16 全体

ICT施工を希望する旨の協議書提出時、③ICT建機による施工
だけを選択した場合、機械経費のみ変更計上となっています
が、ICT建機による施工で使用する3Dデータ作成費用は計上で
きないでしょうか？また、ICT機械経費とは初期費等も込みで
しょうか？また、施工の前段階のICT活用工事計画書を提出す
るタイミングで協議を挙げればよろしいでしょうか？

　３Ｄデータ作成費用の計上は、あくまでも「ＩＣＴ活用施工」の一連
のプロセスにおける３次元設計データの設計図書化において行
われるものであるため、問いの「③ＩＣＴ建設機械による施工」だけ
を選択された場合においては、３Ｄデータの作成費用は計上でき
ません。なお、「②３次元設計データ作成」及び「③ＩＣＴ建設機械
による施工」の２項目のみを選択された場合も、これと同様です。
　また、機械施工経費については、「ＩＣＴ活用工事積算要領」に基
づき「システムの初期費」も計上します。
　また、協議のタイミングとしましては、施工前段階のＩＣＴ活用工
事計画書を提出する際に挙げて頂ければ結構です。ただし、上述
のとおり「③ＩＣＴ建設機械による施工」だけを選択された場合にお
いては、３Ｄデータの作成費用は計上できません。
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